
授業措置 対応

レベル
５

氾濫特別警報
大雨特別警報
土砂災害特別警報

暴風特別警報
大雪特別警報
暴風雪特別警報等

レベル
４

氾濫危険警報
大雨危険警報
土砂災害危険警報

レベル
３

氾濫警報
大雨警報
土砂災害警報

暴風警報
大雪警報
暴風雪警報等

自宅待機
または
臨時休業

①午前６時の時点で、情報が発表
されている場合、または公共交通
機関（西鉄・JR等）が運休してい
る場合は「自宅待機」とする。

②午前１１時までに情報が解除、
または公共交通機関（西鉄・JR
等）が運行再開した場合は、安全
に十分注意して５限目の授業開始
までに登校する。ただし、自宅付
近や通学路が少しでも危険である
と感じられた場合は、安全が確認
できるまで自宅待機を継続する。

③午前１１時の時点でも情報が継
続、または公共交通機関（西鉄・
JR等）が運休している場合は、終
日「臨時休業」とする。

レベル
２

氾濫注意報
大雨注意報
土砂災害注意報

強風・大雪
風雪・雷注意報等

平常授業

今後の気象情報や居住地域・通学
路の実情等を家族と相談し、安全
に登下校できることを確認したう
えで登校する。

※登校後に発表された場合、今後の気象情報や地域の実情に応じ、下校を含めた措置を決定する。ま
た、危険な時間帯の下校はさせず保護者と連絡を取り、周囲の状況が安全になってから適切な対処を
行う。
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自然災害等の対応マニュアル

※気象庁の発表を確認する場合は、筑紫野市、居住地及び通学路の気象情報とする。
※生徒・保護者への連絡は、Classiを通して行う。また、台風接近や気象状況の急変による災害発
生が予想される場合は、その措置をClassiで連絡する。
※いずれの場合においても、自宅付近や通学路が少しでも危険であると感じられた場合には、安全が
確保できるまで自宅待機とする。（この場合は出席扱いとする。）
※自宅待機をする場合、学校への連絡は電話ではなくClassiの欠席連絡フォームで行うこと。

災害対象

臨時休業

①午前６時の時点で、情報が発表
されている場合、即時に「臨時休
業」とし、命を守る最善の行動
（安全確保）に努める。

②終日自宅待機とする。解除後の
登校に関しては、自己判断せず、
必ず学校からの次の連絡・指示を
待つこと。


